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第2回全日本U21アルティメット選手権大会
本戦・決勝戦
京都府宇治市 京都府立山城総合運動公園



大 会 名 称 　第2回全日本U21アルティメット選手権大会

開 催 期 間 　2019年12月14日(土)～15日(日)

開 催 場 所 　京都府宇治市 京都府立山城総合運動公園

主 催　 一般社団法人日本フライングディスク協会

後 援　 スポーツ庁、宇治市

主 管　 一般社団法人日本フライングディスク協会 アルティメット委員会

協 賛　　伊藤忠エネクス株式会社

　　　　　      パシフィックコンサルタンツ株式会社(順不同)

協 力　　京王観光株式会社、京都府フライングディスク協会(順不同)

開 催 部 門 　①メン部門（性別不問） ②ウィメン部門（女性のみ）

参 加 資 格 　①日本フライングディスク協会の2019年度登録チームであること。

                 　 ②各選手は、2019年度のJFDAのA会員であること。

                 　 ③出場者は大学、短期大学、専門学校のいずれかに就学していること。

                 　 ④参加チームの各選手は学年が大学1年生、大学2年生である、もしく

                 　 　は大学チームに所属し経過した年数が2年以下であること。

                 　 ⑤大会開催年度末日（3月31日）の翌日に13歳以上かつ21歳未満（2

                 　 　0歳以下）であること。

                 　 　※2019年度までは、④と⑤についてはどちらか一方を満たせば出

                 　 　　場可能となります。

                 　 ⑥本戦・決勝戦：各地区の地区予選にて出場権を獲得していること

大会概要
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 「第2回全日本U21アルティメット選手権大会」を開催するにあたり一言ご挨拶申し上げます。本大会は、従
来の「全日本新人アルティメット選手権大会」の大会名を変更し、＜大学1・2年生もしくは大学チームに所属し
経過年数が2年以下＞であったいままでの出場資格の拡大と世界基準である年齢を基準とする出場資格に切り替
えた大会です。世界基準である「大会開催年度末日(3月31日)翌日に13歳以上かつ21歳未満(20歳以下：U21)
であること」が出場資格となります。ただし、2018～2019年度は移行期間として旧出場資格での参加も認め
ます。 
　また、参加チームの増加に伴い昨年度より東日本と西日本に分かれて各予選を行い、IOCが後援する「ワール
ドマスターズゲームズ 2021関西」の＜フライングディスク競技アルティメット＞の会場となる京都府宇治市 
京都府立山城総合運動公園で本戦・決勝戦をおこないます。 今年の参加チームは、東日本予選がメン部門45
チーム(656名)、ウィメン部門32チーム(363名)合計77チーム(1,019名)、西日本予選がメン部門37チーム
(596名)ウィメン部門23チーム(278名)の合計60チーム(874名)と地区予選の合計が137チーム(1,893名)と
なりました。 
　昨年2018年8月18日(土)～25日(土)にカナダ・ウォータールーで開催された「2018世界ジュニアアルティ
メット選手権大会(19歳以下)」では、日本代表チームはメン部門第12位、ウィメン部門第6位でメダル獲得は
できませんでした。今後、プレー開始年齢が日本よりも早い欧米に打ち勝っていくためには、ジュニア層への
更なる普及と 強化が必要となってきています。 参加選手の皆さん、この大会で今の自分にとって「究極
(Ultimate)」のプレーを沢山見せてください。そして、このスポーツの最も大切な精神　”Spirit of the Game”
(フェアプレーによるセルフジャッジ)を守り、一戦一戦全力を 尽くした戦いを繰りひろげていただきたいと思
います。また、ドーピングについての理解も深め、ルールを守り、よりフェアなプレーに徹してください。 
　最後になりましたが、本大会を開催するにあたり、ご後援・ご協賛・ご協力を賜りましたすべての関係各位
に厚く御礼申し上げまして、ご挨拶とさせて頂きます。

大会会長　　師岡 文男
（一般社団法人日本フライングディスク協会 会長）

会長挨拶 歴史history

　フライングディスクの起源は、1940年代にアメリカ合衆国コネチカット州にあるエール大学の学生が、キャンパス近くの「フリスビー・パイ
」というパイ屋のパイ皿を投げて遊んだこととされています。そして、その金属製パイ皿を投げて遊ぶ姿を見たウォルター・フレデリック・モ
リソンが、1948年にプラスティック製の安全なディスクを作った後に、製造・販売の権利をモリソンから取得したワーム・オー(Wham-O)社
が1959年に"Frisbee"の名称を登録商標として売り出したことから世界中に広まりました。
　玩具として売り出された「フリスビー」ですが、優れた飛行特性を活かした様々な種目が生み出され、プラスティック製ディスクとそれを
使ったスポーツ競技種目を総称する一般名称の「フライングディスク」が1984年に制定されました。材質や形状に改良が重ねられた現在のフラ
イングディスクの飛行性能は、最長飛距離「338.0m」、最高時速「時速152.9km」、最長滞空時間「16.72秒」とギネスブックに認定される
ほど優れたものとなり、IOC承認スポーツとして各国で親しまれています。アルティメットの試合では、世界フライングディスク連盟公認国際大
会や日本国内のほぼ全ての大会において、直径27cm、重さ175gの「ウルトラスター」（ディスクラフト社製）が使用されています。

　アルティメットは、英語で「究極」という意味で、1968年に高校生であったジョエル・シルバーが考案し、アメリカ合衆国ニュージャージー
州メイプルウッド市のコロンビア高校で最初のゲームが行われた7人制のチームスポーツです。他の球技にはないディスクの飛行特性や走力、持
久力を必要とすることに加えてセルフジャッジで試合を行うことから究極（Ultimate）という名前が付けられました。
　100m近くも飛ぶ「ロングシュート」や多彩なスローを使った「華麗なパスワーク」、空中に浮いているディスクを「ダイビングキャッチ」
でつかむ瞬間や相手チームのパスを「ダイビングブロック」する瞬間など、ダイナミックなプレイが魅力のスポーツです。芝生の上ではなく、
砂浜で試合を行う「ビーチアルティメット（5人制）」も正式な種目として公認されています。通常よりも小さいフィールドで行う5人制のアル
ティメットも日本で普及しつつあります。
　アルティメットは2012年度から中学校学習指導要領（保健体育）にゴール型種目として採用され、フライングディスクの代表的な種目として
小・中・高校世代への普及も進んでいます。ユース世代からマスター世代までが日常的にアルティメットを楽しめる環境作りが求められてお
り、総合型地域スポーツクラブへの普及活動や、平日の夜を活用した「ナイトアルティメット」への関心が高まっています。

今大会では、新たな大会運営スタッフとして「スピリット・ディレクター」を配置しています。

スピリット・ディレクターは、大会期間中に行われるすべての試合のスピリット・オブ・ザ・ゲーム（SOTG）の

状況を把握、管理し、円滑な大会運営を支援するスタッフです。

世界フライングディスク連盟（WFDF）主催大会では、すでにスピリット・ディレクターの配置が進んでいます。

この潮流に沿うことで、国際大会に求められる水準と同等の水準で国内大会を運営することを目指します。

スピリット・ディレクターは主に以下のような職務を担います。

・スピリット・キャプテンミーティングに参加し、SOTGに関する情報の伝達を行う

・SOTGスコアの収集、システムへの入力、コメントへの対応を行う

・SOTGスコアに「4点」あるいは「0点」がついている試合について、スコアの根拠に関するコメントの記入

　がなかった場合に聞き取りを行う（必要に応じてスコアの修正を推奨する）

・大会をSOTGの観点から総括し、トーナメント・ディレクターに報告する                                       など

今大会のSOTGの状況把握のためにチームの元を訪問することがあるかと思いますが、上記の趣旨等をご理解

いただき、スピリット・ディレクターの活動へのご協力のほどよろしくお願いいたします。

フライングディスクの起源

アルティメットの起源

「スピリット・ディレクター」の配置について

SPIRIT DIRECTOR お知らせ

【今大会のスピリット・ディレクター】

大野千尋（おおのちひろ）
世界フライングディスク連盟

SOTG委員
JFDA上級公認ゲームアドバイザー

greetings



会場図

京都府宇治市

京都府立山城総合運動公園
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試合情報tournament information

参加に際して

　■ スピリット・オブ・ザ・ゲームに則り、全試合セルフジャッジにて進行してください。

　■ 今大会ではスコアリングシステムを採用しますので、正確なスコア管理をお願いします。

　■ 使用ディスクは、日本フライングディスク協会公認ディスク（ディスクラフト社ウルトラスター）とし、

　　 当協会にてゲームディスクを用意します。

　■ ユニフォームの背番号変更がある場合、大会前日までに当協会事務局までにご報告ください。

　　また相手チームにその旨を伝え、了承を得た後、試合に出場してください。

競技形式

タイムアウト

HTC発生後のハーフタイム突入点

ハーフタイム

決勝点

タイムキャップ（TC）

TC発生後の決勝点

ハーフタイム突入点

ハーフタイムキャップ（HTC）

両チームの点数を比較して、高い方に1を加えた点数(上限6点)

5分間(試合時間に含む)

1回75秒 1チームあたり前後半それぞれ1回以内(試合時間に含む)

11点

45分経過した時点で両チームとも決勝点に達していない場合に発生

両チームの点数を比較して、高い方に2を加えた点数(上限11点)

6点

20分経過した時点で両チームともハーフタイム突入点に達していない場合に発生

■ 全部門予選リーグ/全部門順位決定トーナメント

リーグ内順位決定方法

　■ 予選リーグを行った後、各リーグの全チームの順位を勝利数で決定する。

　■ 勝利数が同数の場合、下記の順位決定方法を使用して順位を決定する。

　■ 順位決定方法は最上位のチームを決めるためだけではなく、勝利数が同数の全てのチームに適用される。

　■ 一つの順位決定方法が適用されても、該当する全てのチームが同順位の場合、次の順位決定方法に移る。

　■ 該当するチームのうちの一部が同順位となった場合、同順位であるチーム間で、

　　 また最初の順位決定方法から適用し、順位を決める。

順位決定方法: 以下の順により順位を決定する。

　 1. 該当するチーム間における勝利数。

　 2. 棄権した試合数の少なさ

　 3. 該当するチーム間における試合の得失点差

　 4. 共通する相手チーム全てにおける全試合の得失点差

　 5. 該当するチーム間における試合の得点数

　 6. 共通する相手チーム全てにおける全試合の得点数

　 7. 各チーム一人ずつがゴールラインの後方から遠い方のブリックマークにディスクを投げ、

        ディスクの位置がブリックマークら近い方を上位とする。尚、ディスクを投げる順番は、

        ディスクトス(フリップ)等で決定する。
▶ YouTube 
日本フライングディスク協会
公式アカウントはこちら！！ 

今年もライブ配信あります。
全国どこでも、リアルタイムのワクワクを。

文部科学大臣杯第44回全日本アルティメット選手権大会 本戦　6月22日(土)～6月23日(日)

第45回全日本ガッツ選手権大会　6月22日(土)～23日(日)

文部科学大臣杯第44回全日本アルティメット選手権大会 決勝戦　7月6日(土)

第30回全日本大学アルティメット選手権大会 本戦　9月21日(土)～22日(日)

第7回全日本マスターズアルティメット選手権大会 決勝戦　9月21日(土)～22日(日)

第30回全日本大学アルティメット選手権大会 決勝戦　9月28日(土)

アルティメットクラブチームチャンピオンズリーグ2019　10月26日(土)～27日(日)

2019U-23アルティメット地区選抜対抗戦　11月9日(土)～10日(日)

第2回全日本U21アルティメット選手権大会 本戦・決勝戦　12月14日(土)～12月15日(日)

第7回全日本ミックスアルティメット選手権大会　11月30日(土)～12月1日(日)

2019

服装に関してのお願い

アルティメット競技には身体接触禁止のルールがありますが、プレイ中に他競技者や地面と接触する可能性は常に存在します。

競技者の皆様自身と対戦相手に、安全な環境でアルティメット競技に取り組んでいただくため、以下の項目について試合中の

着用をお控えいただきますようお願い致します。

■ 眼鏡やサングラス

　 スポーツ用に設計され安全性の確保ができるものについては、着用していただいても問題ありません。ただし、それ以外の

　 用品については破損等によって眼球や頭部周辺への危害が加わる可能性がありますので、着用をお控えください。

■ 金属製の用具（ピアス/イヤリング/指輪/ネックレス/時計等）

　 金属製の用具を着用しての運動は、衝撃によって着用部位や接触相手の怪我に直結する可能性があるため、着用をお控えく

　 ださい。

■ 首ひものついた帽子

　 首ひものついた帽子を着用した場合、プレイ中に首が締まる危険性があるため、着用をお控えください。

■ その他用具

　 全ての用具については見解を示すことは難しいため、個別のご質問については、ご自身の見解等を併せてご相談をいただけ

　 れば幸いです。
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試合情報tournament information 試合情報

TIME SCHEDULE DAY 1  (12/14sat) T IME SCHEDULE DAY 2  (12/15sun)

tournament information

第1フィールド 第2フィールド 第3フィールド 第4フィールド

受付開始・スピリットキャプテンミーティング（本部前）

表彰式

8:00>

14:00>

13:00>

9:00>

11:00>

<8:00

<9:00

<11:00

<13:00

<14:00

北翔大学スノーベアーズ 早稲田大学ソニックス 國學院大學トライアンフ 北海道大学パディー

MAT2 MAT1 MAT3 MAT4
静岡大学グランツ 岡山大学

ブラックホーク 大阪大学エン 大阪体育大学
ボーシャーズ

MAT6 MAT5 MAT9 MAT10

MAT7 MAT8 MAT11 MAT12
(
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第1フィールド 第2フィールド 第3フィールド 第4フィールド

受付開始・スピリットキャプテンミーティング（本部前）

表彰式・閉会式

8:00>

14:00>

13:00>

9:00>

11:00>

<8:00

<9:00

<11:00

<13:00

<14:00

ゴナ 成蹊大学リベロス 秋田大学ブリッチュ 日本体育大学
バーバリアンズ

WAT3 WAT1 WAT2 WAT4
びわこ成蹊スポーツ大学

レイカーズ 名古屋大学ブルームス 静岡大学うわの空 大阪体育大学
ボーシャーズ

WAT5 WAT6 WAT9 WAT10

WAT7 WAT8 WAT11 WAT12

大会スコアサイトはこちらから確認できます。

ライブ配信 ライブ配信



試合情報tournament information

PLACEMENT /  MEN PLACEMENT /  WOMEN

優勝

MAT5

MAT3

MAT4

MAT6

MAT1

MAT2

MAT7

東日本1位

西日本4位

東日本3位

西日本2位

東日本2位

西日本3位

東日本4位

西日本1位

早稲田大学ソニックス

岡山大学ブラックホーク

北翔大学スノーベアーズ

静岡大学グランツ

國學院大學トライアンフ

大阪大学エン

北海道大学パディー

大阪体育大学ボーシャーズ

MAT8

第3位

MAT5負け

MAT6負け

第5位

MAT11

MAT9

MAT10

MAT1負け

MAT2負け

MAT3負け

MAT4負け

第7位

MAT12

MAT9負け

MAT10負け

優勝

WAT5

WAT3

WAT4

WAT6

WAT1

WAT2

WAT7

東日本1位

西日本4位

東日本3位

西日本2位

東日本2位

西日本3位

東日本4位

西日本1位

成蹊大学リベロス

名古屋大学ブルームス

秋田大学ブリッチュ

静岡大学うわの空

ゴナ

びわこ成蹊スポーツ大学レイカーズ

日本体育大学バーバリアンズ

大阪体育大学ボーシャーズ

WAT8

第3位

WAT5負け

WAT6負け

第5位

WAT11

WAT9

WAT10

WAT1負け

WAT2負け

WAT3負け

WAT4負け

第7位

WAT12

WAT9負け

WAT10負け



統計statistics

全国 2018

2019 全地区 アシスト ゴール 合計

WOMEN
順位 順位 ブロック

スコアボードリーダー

順位表

11.67 pts

MEN WOMEN
試合結果 SOTG/Avg. 試合結果 SOTG/Avg.

大阪体育大学
ボーシャーズ

早稲田大学ソニックス

上智大学フリークス

早稲田大学ソニックス

-

早稲田大学ソニックス

大阪体育大学
ボーシャーズ

静岡大学うわの空

日本体育大学
バーバリアンズ

-

順位

部門

14.67 pts

アシスト ゴール 合計

MEN
順位 順位 ブロック

過去の大会結果

MEN WOMEN会場
チーム数 参加人数優勝チーム チーム数 参加人数 チーム数 参加人数優勝チーム

71 1138 早稲田大学ソニックス 57 674 128 1812京都府宇治市
京都府立山城総合運動公園 大阪体育大学ボーシャーズ2018

合計
年度

部門

参加チーム数

MEN WOMEN
2019年度 2019年度増減 増減 2019年度 増減

東日本予選

西日本予選

地区

部門

45 5 32 1 77 6
37 6 23 -3 60 3

合計 82 11 55 -2 137 9
本戦 8 0 8 0 16 0

合計

参加人数

MEN WOMEN
2019年度 2019年度増減 増減 2019年度 増減

東日本予選

西日本予選

地区

部門

656 6 363 -14 1019 -8
596 108 278 -19 874 89

合計 1252 114 641 -33 1893 81
本戦 157 12 91 -20 248 -8

合計

2018

1 阪口 翼 5 9 14 1 中島 啓吾 10

1 酒井 恒輔 7 7 14 2 小嶋 拓 8

1 戸田 虎太郎 8 6 14 2 中島 祐也 8

4 関根 響 4 9 13 2 山田 悠人 8

4 高瀬 康平 8 5 13 5 入江 祐司郎 7

4 秋葉 忠佑 13 0 13 6 山村 颯 6

7 吉永 大悟 11 0 11 7 高瀬 康平 5

1 関本 香帆 7 11 18 1 浅野 陽菜 16

2 坂本 彩夏 9 8 17 2 賀川 実生 11

3 藤田 彩華 0 13 13 2 大江 湖音梨 11

4 田代 あや音 11 1 12 4 大野 茉奈 10

5 中村 寧々 4 7 11 4 大嶋 夏乃 10

5 浅野 陽菜 5 6 11 6 柳原 莉子 9

5 賀川 実生 10 1 11 6 杉本 公美 9



１．試合中の選手間の話し合いへの介入

　　プレイの当事者から求められた場合にルールの説明及び「そのプレイがどう見えたか」について客観的

　　な意見の提供を行います。その意見を踏まえた上での最終判断は選手自身が行います。

２．ハンドサイン

　　コールの内容や試合展開に合わせてハンドサインを行います。ハンドサインの意味については公式ルー

　　ル付帯資料をご確認ください。

３．ホイッスル

　　得点間やタイムアウト取得時などにおける時間制限を伝えるため、ホイッスルを吹きます。

４．スピリット・オブ・ザ・ゲームに関するフィードバック

　　試合後、主にチームに対してスピリット・オブ・ザ・ゲーム（SOTG）の視点から優れている点や改善が望

　　まれる点についてフィードバックを行います。

　ゲームアドバイザー（GA）は、アルティメットがオリンピック種目入りを目指している中で、アルティメットの最大の特

徴である「セルフジャッジ」をより高い水準で成立させること、主に観客に対して試合の状況を伝えることを目的に活

動する大会スタッフです。

　GAは審判ではなく、あくまで「プレイに関して客観的な意見を提供する第三者」です。したがって、プレイに関する最

終判断を行う権利は選手にあり、 GAが行うハンドサインや助言には強制力がありません。

　GAは1試合当たり2名～4名程度配置され、以下のようなアクションを起こします。

G AME  ADV I SOR’s  v i ew

ゲームアドバイザー（GA）とは

Monthly Spirit & Rule Meetingについて

ハンドサインについて

　公式ルール付帯資料には、以下に示す全23種類のハンドサインが掲載されています。ハンドサインは、GAのほか、選手

自身も行うことが推奨されています。

　コールの発生時には、近くにいる選手だけでなくコートの外にいる選手もハンドサインを行い、プレイ中に何が発生し

たのかを素早く周囲に伝えるように心がけましょう。

　みなさんは、平日の夜、定期的にスピリット・オブ・ザ・ゲーム（SOTG）やアルティメットのルールについて話し合う会

合が開かれているのをご存知でしょうか。この会合は、“Monthly Spirit & Rule Meeting”（MSRM）と称され、

2018年2月から、ほぼ月に1度、開催されてきました。

　MSRMの目的は、「話し合いながらSOTGやアルティメットのルールについて理解を深める」ことです。全ての参加者

が対等な立場で「話し合う」という構図でSOTGやアルティメットのルールについて考える場があれば、より理解を深め

たり日頃の疑問を解消したりできるのではないかと考えています。

　昨年度は関東地区での開催がメインとなっていましたが、今年度は積極的に他地区へ進出していく予定ですので、関

心のある方はぜひご参加ください。詳細はJFDAのホームページでご確認ください。

■ 北海道・東北地区：9月

■ 中部地区：7月

■ 関西・中四国地区

　：6月・8月・10月・12月

■ 九州・沖縄地区：11月

関東地区以外の地区での開催予定

▶
今年2月に北海道・東北地区で

MSRMを開催した際の様子です。
参加者は過去最多の26人！

リンク：
JFDAホームページ

「スピリット・オブ・ザ・ゲームについて」

コラムcolumn


